質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　４

	提出年月日
	平成29年12月4日
	議席番号
	　4番
	氏名
	菊　池　靖　一

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1.観光を活かした
	①今年も「もみじ寺」には、多くの観光客が訪れた。永源寺や

	　　　町づくりについて
	　観光客への対応、駐車場問題など、町として今年の反省点は。

	
	又、町の特産品を楽しんでもらうことや町内を周遊してもら

	
	うためにどんな工夫をしているか。

	
	

	
	②「道の駅だいご」の駐車場が狭いことについては、以前より

	
	　問題になっている。整備の必要性を感じるが町の考えは。

	
	

	2.再生可能エネルギー
	①茨城県では、太陽光発電施設の適正な設置と管理を行うため

	　　　　　事業について
	　のガイドラインが作成されている。町は「事業概要書」の提

	
	　出を受け、その後どのような対応をしているのか。

	
	

	
	②木質バイオマスガス発電所は、工事がストップしたままにな

	
	　っているが、遅れている理由と今後の予定について事業者か

	
	　らの説明はどのようなものか。

	
	

	
	③町は、試験運転期間中にどの様なことを確認していくのか。

	　　　
	

	3.住民との協働の
	①「元気な町づくりチャレンジ支援事業」には、どのような事

	　　　町づくりについて
	　業が選定されたのか。又、この事業に期待するものは何か。

	　　　　　　
	　

	4.高齢者の免許更新
	①75歳以上のドライバーは、高齢者講習前に認知機能検査を

	　　　　　　　について
	　受けるが、町でこの検査が受けられるように働きかけること

	
	はできないか。
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	№　　５

	提出年月日
	平成２９年１２月４日
	議席番号
	１ 番
	氏名
	菊　池　富　也

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．町長のマニフェスト
	（１）町長のマニフェストの遂行状況について

	について
	町長就任から３年が経過した現在，町長の選挙公約にあった各項目の

	
	遂行状況と今後の方針について，項目ごとに伺う。

	
	①　高齢者の福祉の充実について，高齢者の健康づくり，在宅介護

	
	　家庭への支援強化を推進するとあるが，現況はどうなのか。また，

	
	　福祉従事者を確保するため，介護士の資格取得支援を行うとあるが

	
	　支援制度は確立されたのか。

	
	②　少子化対策の充実について，日本一の子育て支援を目指し，医療

	
	や幼児の教育体制の充実や子育て支援住宅の建設を実施している

	
	　が，成果は上がっているのか。

	
	③　教育文化の振興について，社会の変化に対応した教育体制や学童

	
	　保育などの教育環境の充実を図るとあるが，進捗状況はどうか。ま

	
	　た，町民主体の文化活動への支援や伝統文化の保存活動への支援を

	
	　強化するとあるが，現況はどのようになっているか。

	
	④　地場産業の育成及び企業等の誘致について，農林畜産業への支援

	
	　強化を図るとともにイノシシなどの害獣駆除を強化するとあるが，

	
	　進捗状況は。また，特産品の販売体制の充実を図るとともに観光の

	
	　振興を図るとあるが，進捗状況は。次に，企業などの誘致や地元企

	
	　業への支援を強化し，働く場づくりに努めるとあるが，推進状況は。

	
	⑤　生活環境の充実を図るとあるが，実行した施策は。

	
	（２）残された任期の中で，町長として考えている元気で住みよい町

	
	づくりの施策はどのようなものがあるか。

	２．小規模店の支援策につ
	（１）町民の新築住宅や改築に対して，町は様々な支援策を実施して

	いて
	いるが，店舗の新築や改築には何の支援策もない。町中心部の店舗や

	
	郊外の店舗では，人口減等による客数の減少が影響し，経営が圧迫さ

	
	れている。入込客を増やすためには，店舗の改装や新築も一つの方法

	
	と考えるが，個人住宅と同程度の支援策は考えられないか。
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	№　　６

	提出年月日
	平成 29年 12月　4日
	議席番号
	11番
	氏名
	佐　藤　正　弘

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1、企業誘致、町民の安全・安心について

	①森林の温泉隣接地のエジソンパワーが建設を進める木質バイオマス発電施設の稼働について、9月議会では、「10月から工事を再開し、来年5月頃商業運転が開始される予定である」と答弁している。しかし、いまだ、燃料である木材の一部が移送されているが、工事は再開されていない。町民は正確な情報を求めている。どの様な理由から遅れているのか。いつから稼働するのか。

②バイオマス発電2社との間で9月に案文が示された環境保全協定書は締結されたのか。

③今年春の山菜等の放射線量、現在のイノシシ等の被害対策及び放射線量はどの様になっているのか。今後の対応をどのように考えるのか。

④福島原発事故から6年が経過したが放射線に対する不安は残る。

子育て支援日本一の町をめざすならば、子どもたちの不安の払拭、健康を守る上からも保護者の声を聞き甲状腺等の検査を実施すべきと思うがどの様に考えるか。

	2、東海第2原発の再稼働について
	①日本原子力発電は、来年11月で運転から40年となる東海第2原発について、20年の運転延長を原子力規制委員会に申請した。

　今年3月議会では東海第2原発に関し、「ない方がいい」と答弁している。運転延長を申請した今、どの様に考えるか。

	3、国保の県共同運営について
	①平成30年度からの国保の県共同運営の準備が最終段階に至っていると思うが、6月議会では、「納付額が現状より多くなるのではないか」また、町長はいきなり上げるのではなく、慎重に数年単位で急激な負担感を持たないよう時間をかけて実施」と答弁しているが、国保事業納付金等の算定はどの様になっているのか。

	4、知事の定例会見での発言について
	①全員協議会でも報告されたが、茨城新聞の11月3日付で、市町村長が知事に面会する際、「要望は地元県議とも意思疎通を図ってほしい」など記者に答えたと報道されている。代表質問では、「市町村は最も身近な基礎自治体であり、県と対等なパートナーであり、綿密な関係を築いていく」という答弁とは相いれないものである。

この報道についてどの様に思うか。


